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　日生諸島は、大小 13の島で構成されており、その多
島美と旅情を誘う風光名媚な港町の風情は、多くの観
光客を魅了しています。
　日生湾は波が穏やかで、吉井川、千種川など山々の
豊富な栄養を含んだ川の水が流れ込んでいます。これ
らの恵まれた自然環境が育てた牡蠣は全国的にも有名
です。日生特産の牡蠣を使ったお好み焼きは、「カキオ
コ」として親しまれています。
　温暖な気候に恵まれているので、一年を通じて豊富
な魚介類や、季節の果物を愉しむことができます。
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　第二次安倍内閣は、大胆な金融政策、機動的な財政
政策、そして民間投資を喚起する成長戦略といういわ
ゆる三本の矢により、長期間続いているデフレからの
脱却を図ろうとしています。今年に入って、為替は円
安に相場は株高と日本経済にとって久し振りに明るい
材料となっています。
　一方、中小印刷業界は長引く景気低迷の中で、I T 関
連の発達により携帯電話機能の多様化などデジタル関
連の機材が、紙媒体機能を脅かし、少ないパイの中で
安い価格での仕事の取り合いが続いています。
　組合は、ここ数年間、全印工連の「業態変革」につ
いて取り組んできました。お客様にとって役に立つ印
刷会社になろう、５S 運動を行い整理・整頓・清掃・清
潔・躾が行き届いた会社を目指そう、そして、最終的
には利益が出る会社にしようなど、全国の仲間の情報
をお知らせするなどの取り組みを行ってきました。岡
山県工組の中でも「業態変革」に真剣に取り組んでお
られる組合員も多数おられます。
　今年度は更に全印工連の CSR（社会貢献活動）認定
事業に取り組んでまいります。
　私たち中小印刷会社は、地域社会との関わりの中で
会社が存続してきました。CSR は企業の社会的責任を
考えるもので、私たちが社会にとって存在価値のある
企業か、常に自ら問いかけなければなりません。それ
ぞれが社会から必要とされ、貢献でき、その上で企業
として維持発展していければ、私たち中小印刷会社も
将来が見えてきます。

　現在、全印工連加盟の 47 都道府県組合では、組合員
数の減少が続いています。岡山県工組も同じ状況です
が、ますます組合のメリットを感じて頂くきめ細かな
活動が必要になってきます。岡山県工組は従業員 20 名
以下の企業が 40％と少人数の企業が大半です。その組
合員の方に組合機能を身近に感じていただく活動が必
要と思います。
　昨年の「胆管がん」問題による「労働安全衛生」の
取り組み、その他印刷現場の労働安全対策など、企業
規模の大小に係らず従業員が安心して働ける職場環境
づくりを組合は支援してまいります。
　今年も、組織の活性化に向けて事業を行ってまいり
ます。また、印刷業界関連企業の皆さんとも連携しな
がら、組合も組合員皆さまと切磋琢磨して成長してい
きたいと考えています。

組合組織の活性化にむけて

岡山県印刷工業組合

理 事 長

安 井 英 規
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　平成 25 年度「第１回理事・監事合同会議」が、４月
25 日（木）に岡山県立図書館で開催された。出席者は
理事・監事 17 名で理事会が成立する旨の報告が事務局
からあり会議が行われた。最初に、安井理事長から「平
成 25 年度の第１回理事・監事会を開催します。今年
度も印刷業界は大変に厳しい状況が続くと思いますが、
組合としましてはこれから審議していただく事業計画
を着実に行い、組合員皆さんに少しでもお役に立つよ
う努めてまいります。本日の理事会で決定していただ
きますので、積極的なご意見をお願いします。」と挨拶
があり、安井理事長が議長になり会議が行われた。

審議された議案

第１号議案　 平成 24 年度事業報告及び収支決算報告承
認の件

第２号議案　 平成 25 年度賦課金の額及び徴収の時期方
法承認の件

第３号議案　 平成 25 年度事業計画案及び収支予算案決
定の件

第４号議案　 平成 25 年度借入金の最高限度額及び借入
金融機関決定の件

第５号議案　その他報告事項
　１）「永年勤続優良従業員表彰」の変更について
　２） 紙断裁機取扱い「特別教育」セミナー開催につ

いて
　３）広報紙「岡山のいんさつ」刷新計画について
  以上の議案が審議された。各議案とも変更を伴う意見
もなく全議案が承認された。
　第１号議案から第４号議案については、５月 23 日

（木）に開催される通常総会へ上程され、決定されるこ
とになった。
  今回の理事・監事会の会議開催の前に、岡山県中小企
業中央会から総務企画課課長の大野雅美氏と中西 進参
事から「平成 25 年度の中小企業施策と中央会の補助金
について」と題して１時間説明を受けた。

　平成 25 年度　「第１回理事・監事合同会議」開催
■４月 25 日（木）  ■ 岡山県立図書館

　従来、組合経費で行っていました「30年勤続優良従業員表彰」と「20年勤続優良従業員表彰」につきましては、平成
25年度から下記の通り変更になりました。
１）「30 年勤続優良従業員表彰」について
　従来、全日本印刷工業組合連合会が行っています表彰制度に岡山県工組として組合員企業から対象者を募り、表彰
していましたが、今年度から、組合員企業に表彰経費をご負担していただくことになりました。

２）「20 年勤続優良従業員表彰」について
　従来、岡山県工組の組合経費負担で毎年の通常総会で、理事長から表彰状と記念品を授与し、その後の懇親会へ参
加して頂いていましたが、今年度からは、記念品代は組合と組合員企業の折半とし、また、懇親会参加の場合は参加
費を頂くことになりました。

「30 年勤続優良従業員表彰」「20 年勤続優良従業員表彰」変更について
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　環境・安全・エネルギー・福祉・ライフスタイルなど、
企業を取巻く環境が大きく変化するなか、持続可能な
経営をするために、社会から求められている様々な要
請に応える CSR（企業の社会的責任）を重視した経営
戦略が注目されています。
　このような中、全印工連は CSR 研究の第一人者であ
る横浜国立大学の影山教授の監修のもと中小印刷業が
取組む「CSR 取り組み項目チェックリスト」を策定し、
積極的に CSR に取組む企業の達成度を認定する「全印
工連 CSR 認定制度」を創設しました。
　CSR 取り組み項目チェックリストは、CSR センター
の協力のもと、中小印刷業にとって重要と思われる８

　「平成 24 年経済センサス活動調査」の製造業速報による
と、「印刷・同関連業」（従業者４人以上の事業所）の平成
23 年度の製造出荷額は５兆 5,894 億 2,000 万円で、平成
22年工業統計調査の６兆446億4,200万円に比べて7.5％
減少した。
　事業所数は、１万 4,099 事業所で前年比 1.3％増、従業

分野（①コンプライアンス ②環境 ③情報セキュリティ 
④品質 ⑤雇用・労働安全 ⑥財務・業績 ⑦社会貢献・地
域志向 ⑧情報開示・コミュニケーション）について、
全印工連が策定した CSR の取り組みについての評価項
目です。
　全印工連 CSR 認定制度は、上記８項目のチェックリ
ストのポイント数に応じて、ワンスター認定、ツース
ター認定、スリースター認定があり、スターの数が増
えるごと CSR への取組が活発な印刷会社として広く社
会にアピールすることができる制度です。
　CSR 認定制度のチェックリスト、申込用紙は組合事
務局に用意してありますので、ご連絡下さい。

員数は、28 万 7,177 人で前年比 4.0％減、現金給与総額
は１兆 1,639 億 3,100 万円で前年比 1.6％の減、原材料使
用額等は２兆 8,572 億 2,400 万円で前年比 2.2％減となっ
た。
　尚、「平成 24 年経済センサス活動調査」の確報は８月に
公表される。

全印工連ニュース

戦略的CSRのご提案
～持続可能な経営を目指すために～

　経済産業省および総務省統計局は、日本の全産業分野の売上げ金額や費用など経済活動を一斉に把握する国内
初の統計調査として「平成 24 年経済センサス活動調査」を実施し先般「製造業」に関する速報が発表された。
　「印刷・同関連業」（従業員４人以上の事業所）の平成 23 年度の製造品出荷額は５兆 5,894 億 2,000 万円となり、
平成 22 年工業統計と比べ 7.5％の減少となった。

平成 23年「印刷・同関連業」出荷額

５兆 5,894 億 2,000 万円
「平成 24年経済センサス活動調査」速報
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高濃度のばく露のおそれが高いため、個別規制の有無にかかわらず、以下の対策を講ずる。脱脂洗浄拭き取りでよく使われ
るのは、脂肪族塩素化合物や石油系炭化水素類。

① SDS の入手と共有 ③ 保護具の使用

　大阪労働局管内にある印刷業の事業場で使用してい
た、1,2 −ジクロロプロパンの高濃度ばく露が胆管がん
発症の原因となった蓋然性が高いと指摘があったとこ
ろです。このため、1,2 −ジクロロプロパンを取り扱う
業務並びに屋内作業場において液体の化学物質及びそ

の含有物を用いて行う印刷機又は金属類の洗浄又は払
拭の業務を対象として「洗浄又は払拭の業務等におけ
る化学物質のばく露防止対策」を、適切に講ずるよう
指示がありました。

【岡山労働局長】より

「洗浄又は払拭の業務等における化学物質のばく露防止対策」について

1,2 −ジクロロプロパンの取扱い

洗浄・拭き取りの業務でのばく露防止

胆管がんとの関連が指摘された 1,2 −ジクロロプロパンについては、洗浄・拭き取りの業務での使用を控えることとする。
やむを得ず洗浄 ･ 拭き取りの業務を行うときは、発散抑制装置や気中濃度の測定、作業の記録など、特化則に準じたばく露
防止対策を講ずる。
※ 1,2 −ジクロロプロパンは、印刷業で印刷機の洗浄剤として使われるほか、化学工業で別の物質を製造するための原材料

として使われている。

1

2

◎ 洗浄剤の購入時に資材納入業者などから、化学物質の安全デー
タシート（SDS）を入手する。

◎ SDS を作業場内に掲示して労働者に周知する。
　※ 平成 24 年 4 月から、すべての危険有害化学物質等について、

譲渡提供者は SDS を交付の必要あり。SDS は、化学物質ご
とに、国内外の最新の危険有害性情報をもとに譲渡提供者が
作成しますが、厚生労働省 WEB には、2,000 物質以上につ
いてモデル SDS を作成・公表している。

　※  SDS がない物質は、使用実績がほとんどないこともあるので、
有害性が高いと見なすこと。

◎ 洗浄・拭き取りの業務では、作業従事者や近傍の労働者のばく
露を低減するため、有機ガス用防毒マスクや保護手袋を使用さ
せる。

② 換気の確保

④ 作業方法の改善

⑤ 使用物質の代替

◎ 換気装置を設け、作業場の気中有害物質の濃度を有害な程度以
下にする。

　※許容濃度などの指標は、SDS に記載されている。

◎ 作業位置、姿勢、作業方法、作業時間を見直ししてできるだけ
ばく露を減らす。ウエスも第 2 の発散源とならないよう適切に
処理する。

◎  SDS で許容濃度や蒸気圧などの有害性を比較し、有害性が低い
ことを確認してから代替えする。引火性などの危険性や作業時
間への影響にも留意する。
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健保からのお知らせ

「法定健康診断について」
全国印刷工業健康保険組合中国支部　事務所長　谷口博文 氏

昨年、有機溶剤が原因で胆管がんが発症し、
死亡に至ったとの報道から、印刷会社は風
評被害にさらされております。最近では、
労災にも認定され、予防対策が重要である
との認識が強くなってきました。その一つ
である法定の健康診断についてご説明させ
ていただきます。

　健康診断は、職場で働く方の健康を確保するために、
労働安全衛生法で、事業者に対して、労働者の健康診
断を義務付けております。
　具体的には、労働安全衛生法第 66 条（健康診断）で
一般健康診断と特殊健康診断の二つの法定健康診断に
ついて以下のとおり規定されております。

1．事業者は労働者に対し、厚生労働省令で定めるとこ
ろにより、医師による健康診断を行わなければなら
ない。

2．事業者は、有害な業務で、政令で定めるものに従事
する労働者に対し、厚生労働省令で定めるところに
より、医師による特別の項目についての健康診断を
行わなければならない。有害な業務で、政令で定め
るものに従事させたことのある労働者で、現に使用
しているものについても、同様とする。

　また、一般健康診断の中には雇入時の健康診断（労
働安全衛生規則第 43 条）と定期健康診断（労働安全衛
生規則第 44 条）があります。
　先ずは、雇入時の健康診断ですが、事業者は、常時
使用する労働者を雇い入れるときは、その労働者に対
して、次の健康診断を行わなければならないことになっ
ております。ただし、医師による健康診断を受けた後、
3 か月を経過しない者を雇い入れる場合、その労働者が
健康診断の結果を証明する書面を提出したときは、そ
の健康診断の項目に相当する項目については、省略す
ることができます。

検査項目は、次のとおりです。

①　既往歴及び業務歴の調査
②　自覚症状及び他覚症状の有無の検査
③　身長、体重、腹囲、
　　視力及び聴力（1000Hz・4000Hz）検査
④　胸部エックス線検査
⑤　血圧測定
⑥　貧血検査（ヘモグロビン、赤血球数）
⑦　肝機能検査（GOT、GPT、γ-GTP）
⑧　脂質検査（中性脂肪、HDL、LDL コレステロール）
⑨　血糖検査
⑩　尿検査（糖・蛋白）
⑪　心電図検査（安静時）

　次に定期健康診断ですが、定期健康診断は、1 年以内
ごとに 1 回、定期的に前記の雇入時の健康診断と同様
の健康診断を行うことになっております。
　ただし、医師が必要でないと認めるときは次の健診
項目を省略することができます。身長：20 才以上の者。
喀痰検査：胸部 X 線検査によって疾病の発見、結核発
病のおそれがないと診断された者。貧血、肝機能、血
中脂質、血糖検査、心電図検査：35 才未満の者および
36 〜 39 才の者。となっておりますが、特に産業医か
ら指示がない限り、すべての項目を実施されますよう、
お奨めいたします。
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　岡山県印刷工業組合青年部会（会長  池上鎌三郎氏）
は、地域社会への奉仕活動として、組合員各社の使用
予定のない色上質紙の提供を受けて、その用紙を岡山
県内の私立幼稚園（全 35 園）に配布し、園児に喜んで
頂く地域貢献活動を実施しています。
　今回、提供いただいた紙は、合計 131,802 枚で、５
月中に全幼稚園に配布し、６月には、奈良佐保短期大
学附属倉敷幼稚園の園児が、老人福祉施設を訪問し用
紙を使って遊ぶ計画をしています。
　青年部会は、今後も地域に根ざした活動を続け、地
域との繋がりを大切にする活動を積極的に行うことと
しています。

 支 部 だ よ り
岡山西支部
　岡山西支部は、３月 15 日（金）、アークホテル岡山
で支部会を開催。
　当日は、社会保険労務士 穐田恒雄氏に「最近の労務
問題」と題して、お話を頂き、また、事務局から組合
の近況報告が行われ、その後、懇親会に移った。
　当日の参加者は 10 名で、組合からは安井理事長・栗
平専務理事が出席した。

岡山南支部
　岡山南支部は、４月 22 日（月）、割烹ままかりで支
部会を開催した。議題は平成 24 年度の事業報告・収支
決算報告と平成 25 年度の事業計画・予算について検
討された。組合事務局から近況報告が行われ、その後、
懇親会が行われた。

岡山東・北合同支部会
　岡山東・北支部は、４月６日（土）後楽園でお花見
支部会を開催。満開の桜を見ながら、楽しいひと時を
過ごした。

◆事務局日誌

２月 ６日 ２月定例三役会
22 日 上期中国地区印刷協議会

３月 ６日 ３月定例三役会
27 日 第４回理事・監事会

４月

10 日 ４月定例三役会
23 日 全印工連第１回理事会
24 日 会計監査
25 日 第１回理事・監事会

青年部会活動報告
 〜地域貢献活動への取組〜
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　新緑の季節になりました。一年で一番爽やかな季節ですが、
今年は何か例年と比較すると世間一般がウキウキしているよ
うな感じがします。政権が代わって、株高、円安へと景気が
少しずつ回復しているからでしょうか。相変わらず変わらな
いのが、印刷業界ですが、景気が良くなれば、印刷物も増え
てくることを期待したいです。
　「おかやまのいんさつ」も新しくしました。記事の内容を
もっと変えていきます。広告をご協力いただきました企業の
皆様、ありがとうございました。（K）

 編 集 後 記




